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１
． 

小
学
校
・
廊
下
（
昼
） 

一
般
的
な
小
学
校
の
校
舎
内
廊
下
。 

教
室
の
扉
付
近
に
、
「
３
年
１
組
」
と
い
う
プ
レ
ー
ト
。 

教
室
内
か
ら
、
大
島
優
香
（
２
５
）
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。 

優
香 

「
は
い
じ
ゃ
あ
漢
字
テ
ス
ト
返
却
し
ま
ー
す
。
赤
澤
さ
ー
ん
」 

 

２
． 

３
年
１
組
の
教
室
（
昼
） 

教
室
内
で
、
優
香
が
生
徒
た
ち
に
小
さ
な
答
案
用
紙
を
返
却

し
て
い
る
。
名
前
を
呼
ば
れ
た
生
徒
が
順
に
教
卓
へ
向
か
い
、

優
香
か
ら
用
紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
。 

生
徒
た
ち
、
あ
ち
こ
ち
で
ざ
わ
ざ
わ
と
会
話
し
て
い
る
。 

教
室
の
後
方
辺
り
に
座
っ
て
い
る
佐
藤
陽
斗
（
９

）、

付
近

の
女
子
生
徒
に
話
し
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

女
子
生
徒
「
陽
斗
く
ん
、
ど
う
だ
っ
た
？
」 

陽
斗 

「…
…

い
つ
も
通
り
」 

陽
斗
、
気
取
っ
た
様
子
で
答
案
用
紙
を
ひ
ら
、
と
見
せ
る
。 

１
０
問
の
漢
字
テ
ス
ト
す
べ
て
に
赤
丸
が
つ
い
て
お
り
、
１

０
点
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

女
子
生
徒
「
さ
す
が
ー
。
っ
て
こ
と
は…

…

」 

優
香 

「
は
い
じ
ゃ
あ
前
向
い
て
ー
。
今
回
も
記
録
を
更
新
し
た
人
が
い
ま

ー
す
」 生

徒
た
ち
、
教
卓
の
優
香
へ
注
目
す
る
。 

優
香 

「
今
回
で
、
２
９
回
連
続
満
点
を
取
り
ま
し
た
。
佐
藤
く
ん
」 

生
徒
た
ち
、
「
す
ご
ー
い
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
拍
手
。 

陽
斗
、
平
静
を
装
い
つ
つ
も
ど
こ
と
な
く
得
意
げ
。 

優
香 

「
そ
し
て
も
う
一
人
、
渡
辺
く
ん
」 

陽
斗
、
左
の
方
を
見
る
。 

二
つ
隣
の
席
で
、
渡
辺
奏
太
（
９
）
が
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ

て
い
る
。 

陽
斗
、
少
し
警
戒
す
る
よ
う
な
表
情
。 

優
香 

「
二
人
と
も
、
次
で
３
０
回
だ
か
ら
ね
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

み
ん
な
も
、
二
人
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」 
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３
． 

佐
藤
家
・
外
観
（
夜
） 

品
の
良
い
住
宅
街
に
立
つ
、
大
き
め
の
綺
麗
な
一
軒
家
。 

 
４
． 

佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

あ
ま
り
生
活
感
の
な
い
リ
ビ
ン
グ
。
家
族
写
真
な
ど
も
ほ
と

ん
ど
無
い
が
、
何
か
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
盾
ば
か
り
が
い
く
つ

か
飾
ら
れ
て
い
る
。 

陽
斗
と
佐
藤
直
子
（
３
４
）
が
夕
食
を
摂
っ
て
い
る
。 

直
子
、
食
べ
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

直
子 

「…
…

そ
う
い
え
ば
、
お
父
さ
ん
明
日
帰
っ
て
く
る
っ
て
」 

陽
斗
は
直
子
を
見
る
が
、
直
子
は
ス
マ
ホ
を
見
た
ま
ま
。 

直
子 

「
部
屋
片
づ
け
と
き
な
よ
。
ど
う
せ
ま
た
す
ぐ
出
張
だ
け
ど
」 

陽
斗 

「…
…

は
ー
い
」 

陽
斗
、
俯
い
て
食
事
を
続
け
る
が
、
ふ
と
顔
を
上
げ
る
。 

陽
斗 

「…
…

あ
の
さ…

…

今
日
、
漢
字
の
小
テ
ス
ト
返
っ
て
き
た
よ
」 

直
子 

「
ふ
ー
ん
」 

直
子
、
ス
マ
ホ
か
ら
目
を
離
さ
ず
生
返
事
。 

陽
斗 

「…
…

満
点
だ
っ
た
」 

直
子 

「
へ
ー
。
い
つ
も
通
り
」 

陽
斗 

「…
…

う
ん
」 

陽
斗
、
諦
め
た
よ
う
に
黙
々
と
食
事
を
続
け
る
。 

直
子 

「…
…

何
回
目
？
」 

陽
斗
、
は
っ
と
顔
を
上
げ
て
直
子
を
見
る
。 

直
子
は
ま
だ
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

陽
斗 

「…
…

２
９
回
目
。
２
９
回
連
続
」 

直
子
、
徐
に
顔
を
上
げ
て
陽
斗
を
見
る
。 

直
子 

「…
…

す
ご
い
じ
ゃ
ん
」 

陽
斗
、
表
情
が
明
る
く
な
る
。 

直
子 

「
陽
斗
だ
け
？
」 

陽
斗
、
一
瞬
答
え
に
詰
ま
る
。 

陽
斗 

「…
…

う
う
ん
。
も
う
一
人
い
る
」 

直
子 

「
そ
っ
か…

…

じ
ゃ
あ
さ
、
そ
の
子
に
勝
て
た
ら
何
か
買
っ
て
あ
げ

よ
う
か
？
」 

陽
斗 

「
え
っ
？
」 
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直
子 

「
な
ん
で
も
欲
し
い
も
の
言
い
な
よ
」 

陽
斗
、
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。 

 
５
． 

３
年
１
組
の
教
室
（
昼
） 

優
香
が
漢
字
の
答
案
用
紙
を
生
徒
た
ち
に
配
っ
て
い
る
。 

生
徒
た
ち
、
小
さ
な
答
案
用
紙
を
前
か
ら
順
番
に
後
ろ
の
席

へ
回
し
て
い
る
。 

優
香 
「
は
い
、
ま
だ
で
す
よ
ー
。
ま
だ
見
ち
ゃ
だ
め
ー
。
は
い
、
始
め
て

く
だ
さ
い
」 

生
徒
た
ち
、
一
斉
に
テ
ス
ト
を
始
め
る
。 

陽
斗
、
答
案
用
紙
を
見
つ
め
る
。
１
問
目
に
「
シ
ョ
ウ
ブ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
陽
斗
、
勢
い
よ
く
「
勝
負
」
と
書
く
。 

陽
斗
、
次
々
と
問
題
を
解
い
て
い
く
。
教
育
、
漢
字
、
決
意
、

幸
福
、
明
暗
、
感
動
、
悪
者
、
神
童
、
と
い
っ
た
漢
字
を
す

ら
す
ら
と
書
い
て
い
く
。 

突
然
、
陽
斗
の
手
が
止
ま
る
。
「
神
童
」
と
書
い
た
隣
、
１

０
問
目
に
「
シ
ン
ジ
ツ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

陽
斗
、
何
度
も
何
か
を
書
こ
う
と
し
た
り
、
空
中
で
文
字
を

書
く
よ
う
な
仕
草
を
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
。 

陽
斗
、
慎
重
に
こ
っ
そ
り
と
左
の
方
を
見
る
。 

隣
の
生
徒
は
諦
め
た
よ
う
に
机
へ
と
突
っ
伏
し
て
い
る
。 

そ
の
向
こ
う
に
奏
太
の
姿
。
既
に
鉛
筆
を
置
き
、
真
っ
直
ぐ

前
を
向
い
て
い
る
。 

陽
斗
、
焦
っ
た
様
子
で
答
案
用
紙
に
目
を
戻
す
。 

瞬
き
が
増
え
、
呼
吸
が
荒
く
な
っ
て
く
る
。 

優
香 

「
あ
と
一
分
で
ー
す
」 

陽
斗
、
ぎ
ゅ
っ
と
目
を
瞑
る
。
少
し
し
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

目
を
開
け
、
教
卓
の
優
香
を
盗
み
見
る
。 

優
香
、
油
断
し
て
お
り
陽
斗
の
方
を
見
て
い
な
い
。 

陽
斗
、
震
え
る
手
で
慎
重
に
、
机
の
中
か
ら
メ
モ
の
よ
う
な

も
の
を
引
き
出
す
。
漢
字
が
複
数
書
か
れ
て
い
る
。
カ
ン
ニ

ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
。 

不
慣
れ
な
手
つ
き
で
ほ
ん
の
少
し
だ
け
紙
を
引
っ
張
り
、
視

線
だ
け
を
下
に
落
と
す
。 
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６
． 

小
学
校
・
廊
下
（
昼
） 

３
年
１
組
の
教
室
内
か
ら
、
優
香
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。 

優
香 

「
は
い
じ
ゃ
あ
漢
字
テ
ス
ト
返
却
し
ま
ー
す
。
赤
澤
さ
ー
ん
」 

 

７
． 
３
年
１
組
の
教
室
（
昼
） 

生
徒
た
ち
、
あ
ち
こ
ち
で
ざ
わ
ざ
わ
と
会
話
し
て
い
る
。 

陽
斗
、
険
し
い
面
持
ち
で
教
卓
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
。 

視
線
の
先
に
は
、
に
こ
や
か
に
会
話
す
る
優
香
と
奏
太
。 

奏
太
、
答
案
用
紙
を
受
け
取
り
つ
つ
照
れ
た
よ
う
な
笑
顔
。 

奏
太
が
着
席
す
る
や
否
や
、
優
香
が
話
し
出
す
。 

優
香 

「
は
い
じ
ゃ
あ
前
向
い
て
ー
。
遂
に
や
り
ま
し
た
。
３
０
回
連
続
満

点
」 

教
室
が
「
や
ば
ー
」
な
ど
と
ざ
わ
つ
く
。 

優
香 

「
佐
藤
く
ん
。
お
め
で
と
う
」 

生
徒
た
ち
の
賞
賛
と
拍
手
。 

陽
斗
、
若
干
険
し
い
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
。 

拍
手
が
止
み
、
陽
斗
は
僅
か
に
身
構
え
る
。 

優
香 

「…
…

以
上
で
す
」 

教
室
か
ら
「
え
え
ー
っ
」
と
声
が
上
が
る
。 

陽
斗
、
驚
愕
し
て
奏
太
の
方
を
見
る
。 

奏
太
、
照
れ
た
よ
う
に
笑
っ
て
い
る
。 

奏
太 

「
い
や
あ
、
最
後
の
問
題
が
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
く
て
さ
。
ど

忘
れ
し
ち
ゃ
っ
た
」 

生
徒
た
ち
、
「
残
念
だ
っ
た
ね
ー

」
、

「
陽
斗
が
一
番
か
ー
」

な
ど
と
好
き
好
き
に
口
走
る
。 

奏
太
、
笑
顔
で
陽
斗
の
方
を
見
る
。 

奏
太 

「
す
ご
い
ね
。
お
め
で
と
う
。
い
つ
も
ど
う
や
っ
て
勉
強
し
て
ん
の

？
」 

陽
斗 

「
あ
、
い
や
、
え
っ
と…

…

」 

奏
太
の
笑
顔
に
面
食
ら
い
、
陽
斗
の
視
線
が
泳
ぐ
。
思
い
切

っ
て
何
か
を
言
お
う
と
す
る
が
、
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。 

陽
斗 

「…
…

あ
り
が
と
う
」 

生
徒
た
ち
、
再
度
拍
手
。 
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陽
斗
、
視
線
を
落
と
す
。
完
全
に
笑
顔
が
消
え
て
い
る
。 

 

８
． 

佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

陽
斗
と
直
子
が
夕
食
を
摂
っ
て
い
る
。 

直
子
、
相
変
わ
ら
ず
食
べ
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

陽
斗
は
ひ
た
す
ら
無
言
。 

直
子 

「…
…

そ
う
い
え
ば
、
漢
字
の
テ
ス
ト
ど
う
だ
っ
た
の
」 

陽
斗 
「
え
っ…

…

？
」 

陽
斗
、
驚
い
て
直
子
を
見
る
。 

直
子
、
ま
っ
す
ぐ
に
陽
斗
を
見
て
い
る
。 

直
子 

「
今
日
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
？
」 

陽
斗 

「
あ…

…

う
ん
、
そ
う…

…

」 

直
子 

「
だ
よ
ね
。
ど
う
だ
っ
た
？
」 

陽
斗
、
動
揺
す
る
。
俯
き
、
ど
う
答
え
る
か
悩
む
。 

目
を
ぎ
ゅ
っ
と
瞑
り
、
拳
を
握
り
し
め
、
直
子
の
顔
を
見
る
。 

陽
斗 

「…
…

ダ
メ
だ
っ
た
」 

直
子 

「
え
？
」 

陽
斗 

「…
…

負
け
ち
ゃ
っ
た
。
も
う
一
人
の
子
に
」 

直
子 

「…
…

そ
っ
か
」 

直
子
、
興
味
を
無
く
し
た
様
子
で
ス
マ
ホ
に
視
線
を
戻
す
。 

陽
斗
、
詰
め
て
い
た
息
を
こ
っ
そ
り
吐
き
出
し
、
無
言
で
食

事
を
再
開
す
る
。 

 

お
わ
り 


